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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
（
旧
）桐
生
信
用
金

庫
玉
村
支
店
跡
地

の
建
物
を
改
修
し
、「（
仮

称
）
ま
ち
な
か
交
流
館
」

と
し
て
活
用
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
最

適
な
場
所
な
の
か
。

〈
町
長
〉
　役
場
周
辺
は
、

町
民
の
生
活
に
密
着
し
た

公
共
施
設
が
集
中
し
て
い

る
。（
旧
）桐
生
信
用
金
庫

玉
村
支
店
は
、
国
道
３
５

４
号
沿
い
に
あ
り
、
歴
史

的
資
産
で
あ
る
赤
煉
瓦
倉

庫
に
も
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
一
体
的
に
活
用
し
た

い
。「
ふ
れ
あ
い
の
居
場

所
」「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
な
ど
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
地
域
住
民
の
交
流

や
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し
て
、

魅
力
を
高
め
た
い
。

　

ま
た
、
当
面
は
、
障
害

者
福
祉
作
業
所
の
建
設
に

伴
う
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
所
と
し
て
使
用
す

る
。Ｑ

水
辺
の
森
周
辺
で

は
、
年
１
回
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
利
用
者
も
増
加
し

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

シ
ョ
ウ
ビ
ン
沼
周
辺
の
公

園
整
備
は
不
十
分
で
は
な

い
か
。

〈
町
長
〉　

平
成
24
・
25
年

度
に
は
、
沼
に
堆
積
し
た

土
砂
の
浚
渫
、
ご
み
な
ど

堆
積
物
の
処
理
を
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
沼
に
水

が
た
ま
る
よ
う
工
夫
し
、

子
ど
も
た
ち
も
魚
釣
り
に

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、シ
ョ

ウ
ビ
ン
沼
の
環
境
も
改
善

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

水
辺
の
森
有
効
活
用
実
行

委
員
会
が
実
施
す
る
有
効

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
、
60
万
円
の
補
助
金
を

支
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
２
月
の
大
雪
被
害

に
対
す
る
そ
の
後

の
状
況
は
。

〈
町
長
〉
　カ
ー
ポ
ー
ト
な

ど
を
対
象
と
し
た
見
舞
金

は
、
５
月
末
現
在
で
７
８

５
件
あ
り
、
金
額
は
１
５

７
０
万
円
。
住
宅
の
修
理

に
対
す
る
補
助
金
は
、
２

７
６
件
で
１
７
６
４
万
円

だ
っ
た
。
ま
た
、
農
業
用

ハ
ウ
ス
の
見
舞
金
は
１
１

０
件
で
５
５
０
万
円
。
施

設
の
被
害
件
数
は
、
調
査

に
よ
り
１
９
１
名
３
３
４

件
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。

Ｑ
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
開
通
に
伴
い
、
関
係

地
域
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備

を
急
ぐ
べ
き
だ
。
玉
村
町
側
の

Ｉ
Ｃ
入
口
と
東
毛
広
域
幹
線
道

路
の
交
差
点
は
Ｔ
字
路
で
あ
る

が
、
計
画
さ
れ
て
い
る
都
市
計

画
道
路
を
整
備
し
、
十
字
路
に

で
き
な
い
か
。
十
字
路
に
す
る

こ
と
で
利
便
性
は
格
段
と
よ
く

な
り
、
北
方
面
や
隣
接
す
る
高

崎
市
か
ら
の
人
の
出
入
り
が
多

く
な
る
な
ど
、
関
係
地
域
を
は

じ
め
玉
村
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
町
の
対

応
を
問
う
。

〈
町
長
〉
　こ
の
地
域
に
計
画
さ

れ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
「
滝

川
通
り
線
」が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

周
辺
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

確
保
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、同
地
域
は
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
に
向
け
て
の

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
ど
ん

な
方
法
で
開
発
で
き
る
か
県
と

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
計

画
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、「
滝

川
通
り
線
」
の
再
検
討
も
必
要

と
な
る
。

Ｑ
学
校
給
食
材
料
は
、
現

在
ど
の
よ
う
に
調
達
し

Ｑ
役
場
周
辺
地
区
公

共
施
設
等
高
度
利

用
計
画
の
財
源
は
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
。
ま

た
、
事
業
を
実
施
し
た
８

年
後
の
財
政
調
整
基
金
残

高
と
財
政
力
指
数
の
見
込

み
は
。

〈
町
長
〉
　本
計
画
に
要
す

る
事
業
費
や
財
源
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

財
政
調
整
基
金
残
高
の
推

計
は
し
て
い
な
い
。
公
債

費
と
経
常
収
支
比
率
は
上

昇
す
る
が
、
財
政
力
指
数

に
つ
い
て
は
基
準
財
政
需

要
額
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を

与
え
な
い
。
財
政
指
標
は

悪
化
す
る
こ
と
な
く
推
移

す
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
こ
の
計
画
は
、
推

進
委
員
会
が
進
行

管
理
に
当
た
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
委
員
会
の

構
成
及
び
住
民
や
有
識
者

の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
取

り
込
ん
で
い
る
の
か
問

う
。
ま
た
、
周
辺
住
民
へ

の
周
知
の
状
況
は
。

〈
町
長
〉
　推
進
委
員
会
は

関
係
課
長
で
組
織
し
て
い

る
。
実
施
事
業
を
具
体
化

す
る
際
に
は
、
有
識
者
や

町
民
等
の
意
見
を
伺
い
、

利
用
し
や
す
く
喜
ん
で
も

ら
え
る
施
設
づ
く
り
を
行

い
た
い
。
周
辺
地
区
へ
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
説
明

会
・
訪
問
等
で
理
解
を
い

た
だ
い
た
。

Ｑ
大
き
な
事
業
が
目

白
押
し
で
あ
る
。

民
間
の
活
力
・
知
恵
・
要

望
の
取
り
込
み
と
緻
密
な

財
源
計
算
が
必
要
だ
。

〈
町
長
〉
　そ
の
と
お
り
で

あ
る
。
緻
密
な
財
政
状
況

を
計
算
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ
「
玉
村
町
固
定
資

産
税
等
過
誤
納
金

返
還
金
支
払
要
綱
」
の
見

直
し
を
行
う
考
え
が
あ
る

か
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
掲
載
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

〈
町
長
〉
　期
間
・
利
率
等

の
見
直
し
は
近
隣
市
町
の

状
況
を
確
認
し
、
必
要

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
考
え

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

要
綱
の
掲
載
は
検
討
す

る
。

て
い
る
か
。
ま
た
、
地
産
地
消

の
導
入
に
努
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

〈
教
育
長
〉
　学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

給
食
に
使
用
す
る
米
を
全
て
玉

村
産
に
し
て
い
る
。
野
菜
に
つ

い
て
は
、
佐
波
伊
勢
崎
地
区
で

収
穫
さ
れ
る
タ
マ
ネ
ギ
・
キ
ュ

ウ
リ
等
を
玉
村
町
で
の
収
穫
に

合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
る
。
今

後
も
地
産
地
消
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

児
童
・
生
徒
に
安
心
安
全
な
給

食
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
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用

　
ほ
か
に
選
択
肢
は
な
い
の
か

町
役
場
周
辺
の
地
区
で
検
討
し
た
結
果

　
適
地
で
あ
る
と
判
断
し
た

役
場
周
辺
地
区
公
共
施
設
等

　
高
度
利
用
計
画
の
事
業
費
の
財
源
は

 

町
財
源
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

スマートIC入口と東毛広域幹線道路の交差点


